
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月１１日、香川県三豊市で高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜が確認
されました。概要は以下のとおりです。 
 
 

  所 在 地：香川県三豊市 
  飼養状況：肉用種鶏 約 11，000羽飼養 
 
 
  11月 10日 死亡鶏が増加した旨の通報を受けて、農場の立入検査を実施 
           簡易検査陽性を確認 
  11 月 11 日 国の研究機関で遺伝子検査を実施した結果、H5 亜型であり、

高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜と決定 
 
 
 

  ・当該農場の飼養家禽の殺処分及び埋却 
  ・移動制限区域（発生農場から半径 3km以内）並びに搬出制限区域（半 

径 3㎞から 10㎞以内）の設定、移動制限区域内の農場について、速やか 
に発生状況確認検査を実施 

  ・発生農場周辺の消毒の強化並びに主要道路に消毒ポイントの設置 
 
 
 

 
 
          

 
 
 

 
          
 

○農場での人や車両の出入の際の消毒等の徹底 
○野生動物（野鳥など）の農場への侵入防止対策の徹底 
 
                      

                   

 
 
 
○飼養家きんを毎日観察し、万が一、飼養家きんに異常を発見した
場合は、すぐに担当獣医師もしくは当所までご連絡ください 

最上家畜保健衛生所 電話：０２３３－２９－１３５７   
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香川県で 3 例目の 
高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜発生 

飼養衛生管理基準を順守し、ウイルス侵入防止対策の徹底をお願いします 
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